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１．調査概要 

1.1 調査件名 

第３次行田市環境基本計画等策定業務 行田市自然環境調査 

 

1.2 調査目的 

本調査は、行田市の動植物の生息・生育状況を把握することを目的とし、調査結果は、

地域の特徴を活かした適切な保護・保全対策の検討に資する基礎資料とする。 

 

1.3 履行期間 

自）令和４年７月 29 日 

至）令和５年３月 31 日 

 

1.4 調査地点 

調査地点は、平成 19 年度、平成 24 年度に実施した自然環境調査地点である切所沼、

星川、長善沼、小埼沼の 4 地点とした。調査地点位置を図 1-1 に示す。 

 

 
図 1-1 調査地点位置図 

星川 

切所沼 

長善沼 

小埼沼 
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1.5 調査項目 

植物：シダ植物以上の高等植物 

動物：哺乳類、鳥類、両生類、爬虫類、昆虫類、魚類・水生生物（ヒアリングのみ） 

 

1.6 調査方法 

（１）ヒアリング調査 

鳥獣保護員等にヒアリングを行い、市内の動植物の生息・生育状況について把握、整理

した。 

 

（２）資料調査 

既存資料を基に、市内の動植物の生息・生育状況について把握、整理するとともに、保

存すべき種を抽出した。（レッドデータブック（動物編）以外、地域に特化した新規の文

献が無いことから、資料編にて整理） 

 

①植物 

市内における保存すべき種、地域の特性を代表する種、植物相等について、確認状況や

分布状況を把握した。 

 

②動物 

市内における保存すべき種、地域の特性を代表する種について、確認状況や分布状況

を把握した。 

 

（３）現地調査 

市内の保存すべき種の生息・生育状況を把握するため、調査地点を中心に、現地調査及

び写真撮影を行った。 

 

①植物 

調査地点を中心に多様な環境を踏査し、生育が確認されたシダ植物以上の高等植物を

記録した。なお、希少種が確認された場合については、生育状況、確認地点等の記録を行

った。 

 

②哺乳類 

調査地点を中心に多様な環境を踏査し、目視確認による調査を実施した。特に足跡、

糞、食痕などのフィールドサインの確認を重点に調査を実施した。なお、希少種が確認さ

れた場合については、生息状況、確認地点等の記録を行った。 

※補足調査として小埼沼及び長善沼において、センサーカメラによる撮影を実施した。 

 

③鳥類 

調査地点を中心に多様な環境を踏査する任意観察調査を実施し、生息が確認された種

を記録した。また、ラインセンサス調査（全長 200ｍ、片側 25ｍ、移動速度概ね 2km/h）

もあわせて実施した。なお、希少種が確認された場合については、飛翔の状況や確認地点

等の記録を行った。 

  



 - 3 - 

④両生類・爬虫類 

調査地点を中心に多様な環境を踏査し、目視確認による調査を実施した。なお、希少種

が確認された場合については、生息状況、確認地点等の記録を行った。 

 

⑤昆虫類 

調査地点を中心に多様な環境を踏査し、ネット等による捕獲、目視確認による調査を

実施した。なお、希少種が確認された場合については、生息状況、確認地点等の記録を行

った。 

 

 

1.7 調査実施日 

（１）ヒアリング調査 

調査実施日：令和５年２月 15 日 

 

（２）現地調査 

調査実施時期については、夏季及び秋季の２回、キタミソウの生育状況を確認する冬

季１回、計３時期とした。 

調査実施日を表 1-1(1)～(3)に示す。 

 

表 1-1(1) 調査実施日（夏季） 

調査日 調査地点 
開始 

時刻 

終了 

時刻 
調査項目 

令和 4 年 8 月 29 日 埼玉地区小埼沼周辺 9：30 10：40 哺乳類(踏査、ｾﾝｻｰｶﾒﾗ) 

両生・爬虫類(踏査) 

昆虫類(一般採集、一部

ﾍﾞｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ) 

荒木地区長善沼周辺 11：00 12：00 

南河原地区星川周辺 13：10 14：00 

北河原地区切所沼周辺 14：20 16：00 

埼玉地区小埼沼周辺 5：30 7：00 鳥類 

荒木地区長善沼周辺 7：20 9：00 

令和 4 年 8 月 30 日 埼玉地区小埼沼周辺 9：00 10：10 哺乳類(踏査) 

両生・爬虫類(踏査) 

昆虫類(一般採集) 

荒木地区長善沼周辺 10：30 12：00 

南河原地区星川周辺 13：10 14：30 

北河原地区切所沼周辺 14：30 16：00 

北河原地区切所沼周辺 5：10 6：40 鳥類 

南河原地区星川周辺 7：00 8：30 

南河原地区星川周辺 10：00 12：00 植物 

北河原地区切所沼周辺 13：30 15：30 

令和 4 年 8 月 31 日 埼玉地区小埼沼周辺 9：00 10：00 哺乳類(ｾﾝｻｰｶﾒﾗ回収) 

鳥類(任意観察) 

昆虫類(ﾍﾞｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ回収) 

周辺環境確認 

荒木地区長善沼周辺 10：30 11：00 

北河原地区切所沼周辺 11：20 12：00 

南河原地区星川周辺 13：10 13：50 

埼玉地区小埼沼周辺 10：00 12：00 植物 

荒木地区長善沼周辺 13：30 15：30 
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表 1-1(2) 調査実施日（秋季） 

調査日・天候 調査地点 
開始 

時刻 

終了 

時刻 
調査項目 

令和 4 年 9 月 21 日 埼玉地区小埼沼周辺 9：30 10：40 哺乳類(踏査、ｾﾝｻｰｶﾒﾗ) 

両生・爬虫類(踏査) 

昆虫類(一般採集、一部

ﾍﾞｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ) 

荒木地区長善沼周辺 11：00 12：00 

南河原地区星川周辺 13：10 14：00 

北河原地区切所沼周辺 14：20 16：00 

埼玉地区小埼沼周辺 5：30 7：00 鳥類 

荒木地区長善沼周辺 7：20 9：00 

令和 4 年 9 月 22 日 埼玉地区小埼沼周辺 9：00 10：10 哺乳類(踏査) 

両生・爬虫類(踏査) 

昆虫類(一般採集) 

荒木地区長善沼周辺 10：30 12：00 

南河原地区星川周辺 13：10 14：30 

北河原地区切所沼周辺 14：30 16：00 

北河原地区切所沼周辺 5：10 6：40 鳥類 

南河原地区星川周辺 7：00 8：30 

令和 4 年 10 月 25 日 埼玉地区小埼沼周辺 9：00 10：00 植物 

荒木地区長善沼周辺 10：30 12：00 

令和 4 年 10 月 26 日 南河原地区星川周辺 13：10 14：30 

北河原地区切所沼周辺 14：30 16：00 

 

表 1-1(3) 調査実施日（冬季） 

調査日 調査地点 
開始 

時刻 

終了 

時刻 
調査項目 

令和 5 年 1 月 27 日 星川橋周辺 10：10 10：30 キタミソウ生育状況 

〔星川河川敷〕 馬見塚橋周辺 9：30 10：05 

北進大橋周辺 10：45 11：05 

天籟橋周辺 11：15 11：40 

北宿橋周辺 11：50 12：15 
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1.8 希少種選定資料 

現地調査で確認された希少種の抽出に当たっては、表 1-2 希少種選定資料を参考にし

た。 

 

表 1-2 希少種選定資料 

選定基準となる文献及び法律 区分 

Ⅰ 

「文化財保護法」 
（昭和 25 年 5 月 30 日法律第 214 号） 

・国指定特別天然記念物（特） 
・国指定天然記念物（国） 
・県指定天然記念物（県） 
・市町村指定天然記念物（市町村） 

Ⅱ 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保
存に関する法律」 
（平成 4 年 6 月 5 日法律第 75 号） 

・国内希少野生動植物種（国内） 
・国際希少野生動植物種（国際） 
・緊急指定種（緊急） 
・生息地等保護区（生息） 

Ⅲ 

「環境省レッドリスト 2020」 
（2020 年 環境省） 

・絶滅（EX） 
・野生絶滅（EW） 
・絶滅危惧ⅠA 類（CR） 
・絶滅危惧ⅠB 類（EN） 
・絶滅危惧Ⅱ類（VU） 
・準絶滅危惧（NT） 
・情報不足（DD） 
・絶滅のおそれのある地域個体群（LP） 

Ⅳ 

「埼玉県レッドデータブック 2018 動物編」 
（2018 年 埼玉県） 

・絶滅（EX） 
・野生絶滅（EW） 
・絶滅危惧ⅠA 類（CR） 
・絶滅危惧ⅠB 類（EN） 
・絶滅危惧Ⅱ類（VU） 
・準絶滅危惧（NT1，NT2） 
・情報不足（DD） 
・絶滅のおそれのある地域個体群（LP） 
・地帯別危惧（RT） 

「埼玉県の希少野生生物 
 埼玉県レッドデータブック 2011 植物編」 
（2011 年 埼玉県） 

・絶滅（EX） 
・野生絶滅（EW） 
・絶滅危惧Ⅰ類（CE） 
・絶滅危惧ⅠA 類（CR） 
・絶滅危惧ⅠB 類（EN） 
・絶滅危惧Ⅱ類（VU） 
・準絶滅危惧（NT） 
・情報不足（DD） 
・絶滅の恐れがある地域個体群（LP） 
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２．調査結果 

2.1 ヒアリング調査 

調査地点におけるヒアリング調査結果を表 2-1 に示す。 

 

表 2-1(1) 調査地点における確認情報 

分類 
北河原地区 

切所沼 
南河原地区 

星川 
荒木地区 
長善沼 

埼玉地区 
小埼沼 

植物 ヒメミズワラビ、ウス

ゲチョウジタデ、コイ

ヌガラシ、コギシギシ、

クマツヅラ 

キタミソウ、オオカワ

ヂシャ、コイヌガラシ 

ミズヒマワリ、オオフ

サモ 

ヒメミズワラビ、セン

ニンモ、ヤナギモ、コイ

ヌガラシ、コキクモ 

哺乳類 タヌキ、ハクビシン、イ

タチ、アライグマ、アズ

マモグラ 

タヌキ、ハクビシン、イ

タチ、アライグマ 

タヌキ、ハクビシン、イ

タチ、アライグマ 

タヌキ、ハクビシン、イ

タチ、アライグマ、 

アズマモグラ 

鳥類 キジ、カワウ、バン、ノ

スリ、トビ、セキレイ類

（セグロ・ハク等）、カ

ラス類（ハシブト・ハシ

ボソ） 

カイツブリ、バン、カル

ガモ、オオヨシキリ、カ

ワセミ、オオタカ、チョ

ウゲンボウ、ハヤブサ、

ノスリ、カワウ、キジ、

カラス類(ハシブト・ハ

シボソ) 

キジ、カモ類（カルガ

モ・マガモ等）、カワウ、

キジバト、カラス類（ハ

シブト・ハシボソ）、ノ

スリ、トビ 

キジ、ノスリ、カワウ、

トビ、オオタカ、カラス

類（ハシブト・ハシボ

ソ） 

両生類・ 

爬虫類 

ウシガエル、ヌマガエ

ル、ミシシッピアカミ

ミガメ、マムシ 

ウシガエル、トウキョ

ウダルマガエル、ヌマ

ガエル、ニホンアマガ

エル、ヒバカリ、ミシシ

ッピアカミミガメ、マ

ムシ 

ウシガエル、ヌマガエ

ル、ミシシッピアカミ

ミガメ、アオダイショ

ウ 

ウシガエル、ヌマガエ

ル、アオダイショウ 

魚類・ 

水生生物 

オオクチバス、ブルー

ギル、コイ、フナ類（ゲ

ンゴロウ、ギン等） 

ヨシノボリ類（クロダ、

カワ等）、ニゴイ、ウグ

イ、モツゴ、コイ、フナ

類（ギン・キン）、タモ

ロコ、オオクチバス、ブ

ルーギル、オイカワ、カ

マツカ、ドジョウ、ニホ

ンウナギ、シジミ類（マ

シジミ・タイワンシジ

ミ等） 

コイ、フナ類（ギン・キ

ン）、ドジョウ 

フナ類（ギン・キン）、

ドジョウ 

昆虫類 ウチワヤンマ、コフキ

トンボ、オオチャバネ

セセリ 

アカボシゴマダラ、ウ

ラギンシジミ、クマゼ

ミ、ヒョウモンチョウ、

タマムシ、ツマグロヒ

ョウモン 

スズムシ、ハネナガイ

ナゴ、ヒメナガメ、コガ

ムシ、オオチャバネセ

セリ 

マユタテアカネ、アオ

マツムシ、ツクツクボ

ウシ、アオドウガネ、ゴ

マダラチョウ 

 

表中の略称 

類 略称 和名 

カラス類 ハシブト・ハシボソ ハシブトガラス・ハシボソガラス 

セキレイ類 セグロ・ハク セグロセキレイ・ハクセキレイ 

フナ類 ゲンゴロウ，ギン・キン ゲンゴロウブナ，ギンブナ・キンブナ 

ヨシノボリ類 クロダ・カワ クロダハゼ・カワヨシノボリ 
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表 2-1(2) 調査地点における確認情報 

項目 
北河原地区 

切所沼 
南河原地区 

星川 
荒木地区 
長善沼 

埼玉地区 
小埼沼 

増減が 

見られた 

動植物 

<増加> 

鳥類：キジ、カワウ 

魚類：ゲンゴロウブナ 

<増加> 

鳥類：キジ、カワウ、

ムクドリ 

昆虫類：アオマツムシ、

クビアカツヤカミキリ 

魚類：ゲンゴロウブナ 

<増加> 

鳥類：カワウ 

<増加> 

鳥類：カワウ 

<減少> 

鳥類：サギ類（チュウ

サギ） 

爬虫類：アオダイショ

ウ、シマヘビ、ヤマカ

ガシ、マムシ 

両生類：トウキョウダ

ルマガエル 

昆虫類：トンボ類、オ

オムラサキ、イナゴな

どのバッタ類 

魚類：フナ類（ギン・

キン）、ドジョウ 

甲殻類：アメリカザリ

ガニ 

<減少> 

鳥類：シラコバト、サ

ギ類（チュウサギ） 

爬虫類：アオダイショ

ウ、ジムグリ、シマヘ

ビ、マムシ、ヤマカガ

シ 

両生類：トウキョウダ

ルマガエル 

昆虫類：トンボ類、ヤ

マトシジミ、ツバメシ

ジミ、ルリシジミ、ウ

ラナミシジミ 

魚類：タイリクバラタ

ナゴ、フナ類（ギン・

キン） 

貝類：ドブガイ 

<減少> 

植物：水草、ヨシ 

哺乳類：タヌキ、アカ

ギツネ 

鳥類：サギ類（チュウ

サギ） 

爬虫類：アオダイショ

ウ、シマヘビ、ヤマカ

ガシ、マムシ 

両生類：トウキョウダ

ルマガエル 

昆虫類：トンボ類 

魚類：ナマズ、カムル

チー、ニホンウナギ、

フナ類（ギン・キン） 

<減少> 

鳥類：キジ、サギ類（チ

ュウサギ） 

爬虫類：アオダイショ

ウ、シマヘビ、ヤマカ

ガシ、マムシ 

両生類：トウキョウダ

ルマガエル 

昔みかけた 

動植物 

鳥類：フクロウ 

爬虫類：イシガメ、ク

サガメ 

鳥類：フクロウ、ウズ

ラ（昭和 40 年代初めま

で繁殖） 

両生類：シュレーゲル

アオガエル、ニホンア

ガガエル、アカハライ

モリ(昭和 20 年代) 

爬虫類：イシガメ、ク

サガメ 

昆虫類：ノコギリクワ

ガタ、コクワガタ、カ

ブトムシ 

爬虫類：イシガメ 

魚類：タナゴ類（ヤリ・

アカヒレ等） 

爬虫類：イシガメ、ク

サガメ 

 

表中の略称 

類 略称 和名 

フナ類 ギン・キン ギンブナ・キンブナ 

タナゴ類 ヤリ・アカヒレ ヤリタナゴ・アカヒレタビラ 

 

 

  

ヒアリング調査 
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＜市内の動植物に関する補足情報＞ 

 

【哺乳類の生息状況】 

福川や利根川、星川等にはニホンジカやイノシシも出現しているが、アライグマとハク

ビシンの生息数が多い。アライグマはウイルス等の媒介による人的被害が考えられるが、

捕獲数の割に被害報告数は少ない。一方、ハクビシンについては、施設野菜が集中的に被

害を受けるとともに、古い住宅や空き家への侵入など、生活圏に入り込む形での被害とな

っている。 

 

【水田地域での生態系】 

市内多くの面積を占める水田地域では、様々な生物のゆりかごとなっている。しかし、

農業の機械化などに起因する農事暦の早期化・短縮化により、トンボ類をはじめとする生

物が減少している。また、農業環境で水路がコンクリート構造になることでアメリカザリ

ガニが減少傾向にあり、多くの生物にとって打撃となっている。今後整備する際には、生

態系に配慮した工法を取り入れるなど、生物多様性の増進に努める必要がある。 

 

【外来生物】 

市内随所に外来動植物がみられるようになった。法的な特定外来生物種も多く、積極的

な駆除が望まれる。前述の哺乳類のみならず、ウシガエルやミシシッピアカミミガメ、ク

ビアカツヤカミキリ等、生物多様性の保全に対して大きな打撃が考えられる。 

 

 

ヒアリング調査 
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2.2 現地調査 

（１）植物 

現地調査の結果、79 科 241 種の植物を確認した。また、9 科 13 種が希少種として選定

され、水田、水路やその周辺のほか、畑地などで生育を確認した。 

現地調査で確認された希少植物を表 2-2 に示す。また、確認された植物一覧を表 2-3(1)

～(6)に示す。 

現地調査で確認された希少植物確認状況及び確認位置を表 2-4(1)，(2)及び図 2-1～4

に示す。 

表 2-2 現地調査で確認された希少植物一覧 

科名 和名 

選定基準 現地調査（R4） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ｲﾉﾓﾄｿｳ ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ    NT ○ ○ ○ ○ 

ﾋﾙﾑｼﾛ ｴﾋﾞﾓ    NT   ○  

 ｾﾝﾆﾝﾓ    NT    ○ 

 ﾔﾅｷﾞﾓ    NT   ○ ○ 

 ｻｻﾊﾞﾓ    NT   ○  

ﾐｿﾊｷﾞ ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ   VU VU  ○ ○  

ｱｶﾊﾞﾅ ｳｽｹﾞﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ   NT VU ○    

ｱﾌﾞﾗﾅ ｺｲﾇｶﾞﾗｼ   NT NT ○ ○ ○ ○ 

ﾀﾃﾞ ｺｷﾞｼｷﾞｼ   VU VU ○ ○   

ｵｵﾊﾞｺ ｺｷｸﾓ   VU    ○ ○ 

 ｷﾀﾐｿｳ   VU EN  ○   

ｼｿ ﾐｿﾞｺｳｼﾞｭ   NT NT  ○   

ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ｸﾏﾂﾂﾞﾗ    VU ○    

9 科 13 種 
0

種 

0

種 

7

種 

12

種 

5

種 

6

種 

7

種 

5

種 

 

   

ヒメミズワラビ           コイヌガラシ 

 キタミソウ 

現地調査（植物） 
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現地調査（植物） 

表 2-3(1)  現地調査で確認された植物一覧 

科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ﾄｸｻ ｽｷﾞﾅ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ﾄｸｻ ○       ○       

ｲﾉﾓﾄｿｳ ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ*1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｲﾉﾓﾄｿｳ     ○           

ﾒｼﾀﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ       ○         

  ｼｹｼﾀﾞ               ○ 

ｲﾁｮｳ ｲﾁｮｳ       ○       ○ 

ﾏﾂ ｱｶﾏﾂ       ○         

ｺｳﾔﾏｷ ｺｳﾔﾏｷ       ○         

ﾋﾉｷ ｽｷﾞ               ○ 

ﾏﾂﾌﾞｻ ｻﾈｶｽﾞﾗ   ○   ○   ○   ○ 

ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾄﾞｸﾀﾞﾐ       ○ ○ ○   ○ 

ﾓｸﾚﾝ ｺﾌﾞｼ       ○         

ｸｽﾉｷ ｼﾛﾀﾞﾓ   ○   ○ ○ ○   ○ 

ｻﾄｲﾓ ｱｵｳｷｸｻ ○ ○ ○ ○     ○ ○ 

  ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ       ○ ○       

  ｳｷｸｻ ○   ○           

ｵﾓﾀﾞｶ ｵﾓﾀﾞｶ       ○         

ﾄﾁｶｶﾞﾐ ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ             ○   

  ｺｶﾅﾀﾞﾓ     ○ ○     ○   

ﾋﾙﾑｼﾛ ｴﾋﾞﾓ             ○   

  ｾﾝﾆﾝﾓ       ○         

  ﾔﾅｷﾞﾓ       ○     ○   

  ｻｻﾊﾞﾓ             ○   

ﾔﾏﾉｲﾓ ﾔﾏﾉｲﾓ   ○   ○         

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ﾆﾗ ○ ○ ○   ○   ○   

  ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ           ○   ○ 

ｸｻｽｷﾞｶｽﾞﾗ ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ   ○   ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｵﾓﾄ       ○         

ﾔｼ ｼｭﾛ   ○   ○   ○   ○ 

ﾂﾕｸｻ ﾏﾙﾊﾞﾂﾕｸｻ ○       ○   ○   

  ﾂﾕｸｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｲﾎﾞｸｻ ○ ○ ○     ○     

  ﾔﾌﾞﾐｮｳｶﾞ       ○       ○ 

ﾐｽﾞｱｵｲ ｺﾅｷﾞ     ○ ○ ○   ○   

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ ○ ○ ○   ○   ○   

  ﾋﾅｶﾞﾔﾂﾘ   ○ ○     ○     

  ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ○   ○ ○ ○ ○     

  ｳｼｸｸﾞ           ○     

  ﾊﾏｽｹﾞ ○   ○           

  ｶﾜﾗｽｶﾞﾅ ○ ○             

  ﾏﾂﾊﾞｲ   ○       ○     

  ｸﾛｸﾞﾜｲ               ○ 

  ﾋﾃﾞﾘｺ ○ ○ ○ ○ ○ ○     
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現地調査（植物） 

表 2-3(2)  現地調査で確認された植物一覧 

科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ﾋﾒｸｸﾞ         ○ ○     

  ｲﾇﾎﾀﾙｲ     ○ ○         

ｲﾈ ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ     ○           

  ﾒﾋｼﾊﾞ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

  ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ           ○     

  ｹｲﾇﾋﾞｴ ○ ○ ○           

  ｲﾇﾋﾞｴ ○ ○ ○ ○ ○     ○ 

  ｵﾋｼﾊﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ     ○           

  ｶｾﾞｸｻ ○               

  ﾆﾜﾎｺﾘ ○ ○ ○ ○         

  ｱｾﾞｶﾞﾔ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｱｼﾎﾞｿ               ○ 

  ｵｷﾞ   ○ ○     ○ ○   

  ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ       ○       ○ 

  ﾇｶｷﾋﾞ         ○     ○ 

  ｵｵｸｻｷﾋﾞ ○               

  ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ○   ○           

  ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ   ○       ○     

  ﾁｶﾗｼﾊﾞ ○               

  ﾓｳｿｳﾁｸ   ○             

  ﾏﾀﾞｹ           ○     

  ﾖｼ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ   ○   ○ ○     ○ 

  ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ ○   ○ ○     ○ ○ 

  ｷﾝｴﾉｺﾛ ○       ○       

  ｴﾉｺﾛｸﾞｻ ○ ○ ○   ○   ○ ○ 

  ｵｶﾒｻﾞｻ       ○       ○ 

  ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ ○ ○ ○   ○ ○ ○   

  ﾏｺﾓ     ○       ○   

ｹｼ ﾀｹﾆｸﾞｻ ○       ○       

ｱｹﾋﾞ ｱｹﾋﾞ     ○           

  ﾑﾍﾞ       ○       ○ 

ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ       ○       ○ 

ﾒｷﾞ ﾅﾝﾃﾝ               ○ 

ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ｾﾝﾆﾝｿｳ ○       ○       

  ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ ○       ○   ○   

ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ ｵｵﾌｻﾓ     ○       ○   

ﾌﾞﾄﾞｳ ﾉﾌﾞﾄﾞｳ   ○       ○     

  ﾔﾌﾞｶﾗｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ﾂﾀ       ○       ○ 

  ｴﾋﾞﾂﾞﾙ           ○     

  ｻﾝｶｸﾂﾞﾙ           ○     

ﾏﾒ ｸｻﾈﾑ ○ ○ ○   ○       

  ﾔﾌﾞﾏﾒ   ○   ○   ○   ○ 

  ｱﾚﾁﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ ○ ○ ○     ○     
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現地調査（植物） 

表 2-3(3)  現地調査で確認された植物一覧 

科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ﾏﾒ ﾂﾙﾏﾒ   ○ ○     ○     

  ﾏﾙﾊﾞﾔﾊｽﾞｿｳ ○               

  ﾔﾊｽﾞｿｳ     ○           

  ﾒﾄﾞﾊｷﾞ     ○           

  ｸｽﾞ   ○ ○     ○     

  ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ ○ ○ ○   ○ ○     

  ｼﾛﾂﾒｸｻ ○   ○   ○   ○ ○ 

  ﾔﾌﾞﾂﾙｱｽﾞｷ ○   ○   ○       

  ﾌｼﾞ   ○   ○   ○   ○ 

ﾊﾞﾗ ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ   ○     ○ ○     

  ﾉｲﾊﾞﾗ     ○ ○   ○   ○ 

ﾆﾚ ｹﾔｷ         ○       

ｱｻ ﾑｸﾉｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

  ｴﾉｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｶﾅﾑｸﾞﾗ     ○       ○   

ｸﾜ ｶｼﾞﾉｷ   ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

  ｸﾜｸｻ       ○ ○     ○ 

  ｲﾀﾋﾞｶｽﾞﾗ               ○ 

  ﾔﾏｸﾞﾜ       ○ ○       

ｲﾗｸｻ ﾔﾌﾞﾏｵ       ○       ○ 

  ｶﾗﾑｼ ○               

ﾌﾞﾅ ｽﾀﾞｼﾞｲ     ○       ○   

  ｼﾗｶｼ   ○     ○ ○   ○ 

ｸﾙﾐ ｵﾆｸﾞﾙﾐ   ○   ○       ○ 

ｳﾘ ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ       ○         

  ｱﾚﾁｳﾘ ○   ○   ○ ○ ○   

  ｶﾗｽｳﾘ   ○   ○       ○ 

  ｽｽﾞﾒｳﾘ   ○ ○     ○     

ﾆｼｷｷﾞ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ     ○       ○   

  ﾏｻｷ       ○       ○ 

  ﾏﾕﾐ         ○       

ｶﾀﾊﾞﾐ ｶﾀﾊﾞﾐ ○               

  ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｴﾉｷｸﾞｻ ○   ○   ○ ○ ○ ○ 

  ｺﾆｼｷｿｳ ○ ○ ○ ○ ○     ○ 

  ｵｵﾆｼｷｿｳ ○ ○ ○   ○ ○   ○ 

  ｱｶﾒｶﾞｼﾜ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ﾐｿﾞﾊｺﾍﾞ ﾐｿﾞﾊｺﾍﾞ   ○     ○       

ﾔﾅｷﾞ ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ ○ ○             

ﾌｳﾛｿｳ ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ   ○     ○   ○   

ﾐｿﾊｷﾞ ﾎｿﾊﾞﾋﾒﾐｿﾊｷﾞ ○ ○ ○   ○   ○ ○ 

  ﾐｿﾊｷﾞ   ○             

  ｷｶｼｸﾞｻ   ○ ○   ○ ○     

  ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ   ○ ○     ○     

ｱｶﾊﾞﾅ ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｳｽｹﾞﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ ○               
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現地調査（植物） 

表 2-3(4)  現地調査で確認された植物一覧 

科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ｱｶﾊﾞﾅ ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ   ○             

  ﾕｳｹﾞｼｮｳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｳﾙｼ ﾊｾﾞﾉｷ       ○         

ﾑｸﾛｼﾞ ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ       ○       ○ 

  ﾄﾁﾉｷ     ○           

ｾﾝﾀﾞﾝ ｾﾝﾀﾞﾝ   ○ ○           

ｱﾌﾞﾗﾅ ﾅｽﾞﾅ         ○ ○ ○ ○ 

  ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ ○   ○           

  ｺｲﾇｶﾞﾗｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ﾀﾃﾞ ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ         ○       

  ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ ○         ○     

  ｲﾇﾀﾃﾞ ○   ○   ○ ○ ○ ○ 

  ｲｼﾐｶﾜ   ○             

  ﾊﾅﾀﾃﾞ       ○         

  ﾆｵｲﾀﾃﾞ ○               

  ﾐﾁﾔﾅｷﾞ ○     ○         

  ｺｷﾞｼｷﾞｼ ○       ○ ○     

  ｷﾞｼｷﾞｼ ○               

ﾅﾃﾞｼｺ ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ             ○ ○ 

  ｳｼﾊｺﾍﾞ         ○       

  ｺﾊｺﾍﾞ   ○     ○       

ﾋﾕ ﾋｶｹﾞｲﾉｺﾂﾞﾁ   ○           ○ 

  ﾋﾅﾀｲﾉｺﾂﾞﾁ ○ ○ ○ ○ ○     ○ 

  ｲﾇﾋﾞﾕ   ○   ○   ○   ○ 

  ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ ○   ○ ○ ○       

  ｼﾛｻﾞ ○ ○ ○ ○ ○   ○   

  ｺｱｶｻﾞ     ○           

  ｺﾞｳｼｭｳｱﾘﾀｿｳ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ 

ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ     ○           

ｻﾞｸﾛｿｳ ｻﾞｸﾛｿｳ ○ ○ ○     ○     

ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

  ﾋﾒﾏﾂﾊﾞﾎﾞﾀﾝ   ○     ○       

ｻｶｷ ｻｶｷ       ○         

  ﾋｻｶｷ       ○       ○ 

ｻｸﾗｿｳ ｺﾅｽﾋﾞ               ○ 

ﾂﾊﾞｷ ｻｻﾞﾝｶ               ○ 

ｱｵｷ ｱｵｷ       ○       ○ 

ｱｶﾈ ﾍｸｿｶｽﾞﾗ   ○ ○     ○     

  ｱｶﾈ       ○         

ｷｮｳﾁｸﾄｳ ｶﾞｶﾞｲﾓ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

ﾑﾗｻｷ ﾊﾅｲﾊﾞﾅ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ﾋﾙｶﾞｵ ｺﾋﾙｶﾞｵ ○ ○     ○       

  ﾋﾙｶﾞｵ   ○ ○           

  ﾏﾙﾊﾞﾙｺｳ ○   ○     ○ ○   
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現地調査（植物） 

表 2-3(5)  現地調査で確認された植物一覧 

科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ﾋﾙｶﾞｵ  ﾏﾙﾊﾞｱﾒﾘｶｱｻｶﾞｵ ○   ○           

  ﾏﾒｱｻｶﾞｵ ○               

ﾅｽ ｸｺ   ○             

  ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ   ○             

  ｲﾇﾎｵｽﾞｷ ○   ○ ○ ○     ○ 

ﾓｸｾｲ ﾈｽﾞﾐﾓﾁ       ○         

  ｲﾎﾞﾀﾉｷ       ○         

ｵｵﾊﾞｺ ｺｷｸﾓ             ○ ○ 

  ｷﾀﾐｿｳ           ○     

  ｵｵﾊﾞｺ ○   ○   ○       

  ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ   ○       ○     

  ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

ｱｾﾞﾅ ｳﾘｸｻ   ○   ○         

  ｱﾒﾘｶｱｾﾞﾅ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

  ｱｾﾞﾅ   ○   ○         

ｼｿ ｸｻｷﾞ   ○ ○           

  ﾎﾄｹﾉｻﾞ         ○ ○ ○ ○ 

  ﾐｿﾞｺｳｼﾞｭ           ○     

ﾊｴﾄﾞｸｿｳ ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ         ○       

  ﾄｷﾜﾊｾﾞ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ 

ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ ○ ○ ○   ○ ○ ○   

ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ﾔﾅｷﾞﾊﾅｶﾞｻ ○         ○     

  ｸﾏﾂﾂﾞﾗ         ○       

ﾓﾁﾉｷ ｲﾇﾂｹﾞ       ○         

ｷｸ ｵｵﾌﾞﾀｸｻ   ○ ○   ○       

  ﾖﾓｷﾞ ○ ○ ○   ○ ○ ○   

  ﾕｳｶﾞｷﾞｸ ○               

  ｶﾝﾄｳﾖﾒﾅ         ○ ○     

  ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ   ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

  ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ﾄｷﾝｿｳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

  ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

  ﾊﾙｼﾞｵﾝ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

  ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ     ○       ○   

  ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ ○ ○ ○     ○     

  ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ○               

  ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ 

  ﾐｽﾞﾋﾏﾜﾘ             ○   

  ｷﾂﾈｱｻﾞﾐ         ○       

  ｷｸｲﾓ     ○       ○   

  ｵｵｼﾞｼﾊﾞﾘ   ○       ○ ○   

  ｱｷﾉﾉｹﾞｼ   ○ ○         ○ 

  ﾎｿﾊﾞｱｷﾉﾉｹﾞｼ   ○ ○   ○ ○ ○   

  ﾊﾊｺｸﾞｻ         ○     ○ 

  ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ   ○     ○ ○   ○ 

  ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ   ○ ○ ○ ○ ○ ○   
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現地調査（植物） 

表 2-3(6)  現地調査で確認された植物一覧 

科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ｷｸ  ﾉｹﾞｼ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｵﾆﾉｹﾞｼ         ○ ○ ○   

  ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ         ○       

  ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ○ ○ ○   ○ ○ ○   

  ｵｵｵﾅﾓﾐ ○   ○ ○ ○ ○   ○ 

  ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ       ○ ○     ○ 

ｶﾞﾏｽﾞﾐ ﾆﾜﾄｺ       ○       ○ 

  ｻﾝｺﾞｼﾞｭ     ○       ○   

ｽｲｶｽﾞﾗ ｽｲｶｽﾞﾗ   ○ ○ ○   ○   ○ 

ｳｺｷﾞ ﾔﾂﾃﾞ       ○       ○ 

  ｷﾂﾞﾀ   ○   ○ ○     ○ 

ｾﾘ ｾﾘ         ○       

79 科 241 種 
95 

種 

108 

種 

107 

種 

97 

種 

104 

種 

92 

種 

71 

種 

93 

種 

*1 従来のミズワラビは、現在ヒメミズワラビとなっている。 
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現地調査（植物） 

表 2-4(1)  希少植物確認状況 

調査地点 和名 調査季 株数 確認地点 

切所沼 

ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ 夏季 1 株 1 休耕田 

1000 株以上 2 水田及び休耕田 

100 株以上 3 休耕田 

ｳｽｹﾞﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ 夏季 2 株 4 休耕田 

ｺｲﾇｶﾞﾗｼ 夏季 22 株 5 水田畦 

4 株 6 休耕田 

3 株 7 休耕田 

6 株 8 畑地の土手 

秋季 6 株 9 水田近くの土手 

ｺｷﾞｼｷﾞｼ 夏季 2 株 10 水路沿いの土手 

秋季 10 株 11 水路沿いの土手 

ｸﾏﾂﾂﾞﾗ 秋季 1 株 12 水路沿いの土手 

星川 

ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ 夏季 200 株以上 1 休耕田 

ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ 夏季 50 株以上 2 休耕田 

秋季 10 株以上 3 休耕田 

ｺｲﾇｶﾞﾗｼ 夏季 1 株 4 水田沿いの土手 

1 株 5 水田沿いの土手 

秋季 100 株以上 6 河川敷 

1000 株以上 7 河川敷 

ｺｷﾞｼｷﾞｼ 秋季 4 株 8 河川敷 

20 株以上 9 河川敷 

50 株以上 10 河川敷 

ｷﾀﾐｿｳ 秋季 100 株以上 11 河川敷 

30 株以上 12 河川敷 

50 株以上 13 河川敷 

20 株以上 14 河川敷 

1000 株以上 15 河川敷 

ﾐｿﾞｺｳｼﾞｭ 秋季 8 株 16 休耕田 

1 株 17 休耕田 

注）「確認位置」は希少植物確認位置図の番号に対応している。 
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現地調査（植物） 

表 2-4(2)  希少植物確認状況 

調査地点 和名 調査季 株数 確認地点 

長善沼 

ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ 夏季 50 株以上 1 水田 

2 株 2 水田 

2 株 3 土水路沿い 

50 株以上 4 水田 

ｴﾋﾞﾓ 秋季 1 株 5 水路 

1 株 6 水路 

ﾔﾅｷﾞﾓ 秋季 1 株 7 水路 

1 株 8 水路 

ｻｻﾊﾞﾓ 秋季 4 株 9 水路 

6 株 10 水路 

10 株以上 11 水路 

ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ 夏季 2 株 12 水田 

7 株 13 水田 

秋季 3 株 14 水田 

10 株以上 15 水路 

ｺｲﾇｶﾞﾗｼ 夏季 5 株 16 水田畦 

50 株 17 畑地 

10 株 18 水出畦 

200 株以上 19 水田 

100 株以上 20 土水路沿い 

秋季 1000 株以上 21 水路沿い 

ｺｷｸﾓ 秋季 1 株 22 水田 

1 株 23 水田 

2 株 24 水路 

小埼沼 

ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ 夏季 1 株 1 水田 

20 株 2 水田 

12 株 3 水田 

4 株 4 水田 

ｾﾝﾆﾝﾓ 夏季 1 株 5 水田 

ﾔﾅｷﾞﾓ 夏季 1 株 6 水田 

ｺｲﾇｶﾞﾗｼ 夏季 50 株以上 7 水田畦 

1 株 8 水田沿いの土手 

1 株 9 水田沿いの土手 

秋季 3 株 10 畑地 

10 株 11 畑地 

ｺｷｸﾓ 秋季 20 株以上 12 水田 

50 株以上 13 水田 

注）「確認位置」は希少植物確認位置図の番号に対応している。 
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希少植物確認位置図 

切所沼 

●夏季確認 

●秋季確認 

凡 例 

図 2-1 希少植物確認位置図〔切所沼〕 

現地調査（植物） 

① 

② 

⑤ 

③ 

⑥ 

⑦ ⑧ 

⑩ ④ 

⑨ 

⑪ 

⑫ 
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図 2-2 希少植物確認位置図〔星川〕 

希少植物確認位置図 

星川 

現地調査（植物） 

①② 
⑧ 

④ 

⑤ 

⑪ 

⑥ 

⑭ 

⑬ ⑫ 

⑨ 

⑦⑩⑮ 

⑯ 

③ 

⑰ 

●夏季確認 

●秋季確認 

凡 例 
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希少植物確認位置図 

長善沼 

図 2-3 希少植物確認位置図〔長善沼〕 

現地調査（植物） 

① 

⑦ 

⑯ 

⑰ 
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⑭㉒ ㉑ 
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●夏季確認 

●秋季確認 

凡 例 
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希少植物確認位置図 

小埼沼 

図 2-4 希少植物確認位置図〔小埼沼〕 

現地調査（植物） 

① 

⑩ 
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⑬ ⑫ 
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③ ② 
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●夏季確認 

●秋季確認 

凡 例 
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（２）哺乳類 

現地調査の結果、2 目 6 科 6 種の哺乳類を確認した。なお、希少種は確認されなかっ

た。現地調査で確認された哺乳類一覧を表 2-5 に示す。 

 

表 2-5 現地調査で確認された哺乳類一覧 

目名 科名 和名 確認 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ形 ﾓｸﾞﾗ ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ 塚    ○     

食肉 ﾈｺ ｲｴﾈｺ 撮影        ○ 

 ｼﾞｬｺｳﾈｺ ﾊｸﾋﾞｼﾝ 撮影        ○ 

 ｲﾇ ﾀﾇｷ 撮影        ○ 

 ｲﾀﾁ ﾆﾎﾝｲﾀﾁ 糞 ○     〇   

 ｱﾗｲｸﾞﾏ ｱﾗｲｸﾞﾏ 撮影      ▲  ○ 

2 目 6 科 6 種 - 
1

種 

0

種 

0

種 

1

種 

0

種 

1

種 

0

種 

4

種 

 

※撮影：センサーカメラによる無人撮影 

※▲：足跡の確認 

 

   

アライグマ               タヌキ 

   

 

  

現地調査（哺乳類） 
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（３）鳥類 

現地調査の結果、12 目 23 科 31 種の鳥類を確認した。また、5 目 6 科 8 種が希少種と

して選定されたが、埼玉県レッドデータブックにおいて適用条件に当てはまらない種が

多く、実際は 2 目 2 科 2 種となった。 

現地調査で確認された希少鳥類を表 2-6 に示す。また、鳥類一覧を表 2-7 に示す。 

現地調査で確認された希少鳥類認状況及び確認位置を表 2-8 及び図 2-5，6 に示す。 

 

表 2-6 現地調査で確認された希少鳥類一覧 

目名 科名 和名 

選定基準 現地調査（R4） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

 切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

適

用 

ﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｼﾛﾁﾄﾞﾘ   VU LP 繁 〇    ○ 

 ｼｷﾞ ﾀｼｷﾞ    RT 越 ×    ○ 

ﾀｶ ﾀｶ ﾄﾋﾞ    DD 繁 × ○  ○ ○ 

  ｵｵﾀｶ   NT VU 越・繁 〇 ○   ▲ 

  ﾉｽﾘ    NT2 繁・越 ×  ○  ○ 

ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ    RT 繁 × ○ ○ ○  

ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ    NT2 繁 ×    ○ 

ｽｽﾞﾒ ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ    RT 繁 × ○  ○ ○ 

5 目 6 科 8 種 
0 

種 

0

種 

2

種 

8 

種 

4 

種 

2

種 

3

種 

7

種 

※繁：繁殖鳥 越：越冬鳥 ▲：聞き取り 

埼玉県レッドデータブックより 

【繁殖鳥】巣・卵・ヒナ等の確認、若しくは、その種の繁殖期間内に最低 3 週間以上同一場所に生息し、囀

り、求愛などの繁殖行動により、同地域で繁殖していると考えられるもの 

【越冬鳥】冬期間（主に 11 ～ 2 月）に、最低 3 週間以上にわたって、同一場所で生息が認められ、同地域

で越冬していると考えられるもの 

 

 

   

ノスリ              チョウゲンボウ 

  

現地調査（鳥類） 
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表 2-7 現地調査で確認された鳥類一覧 

目名 科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｷｼﾞ ○        

ｶﾓ ｶﾓ ｶﾙｶﾞﾓ ○ ○ ○  ○ ○   

ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ○ ○   ○ ○   

ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ﾄﾞﾊﾞﾄ（外来種） ○ ○  ○  ○   

ｶﾂｵﾄﾞﾘ ｳ ｶﾜｳ ○        

ﾍﾟﾘｶﾝ ｻｷﾞ ｱｵｻｷﾞ ○   ○ ○   ○ 

  ﾀﾞｲｻｷﾞ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｼﾛﾁﾄﾞﾘ        ○ 

 ｼｷﾞ ﾀｼｷﾞ    ○     

ﾀｶ ﾀｶ ﾄﾋﾞ ○  ○ ○ ○   ○ 

  ｵｵﾀｶ    ▲ ○    

  ﾉｽﾘ      ○  ○ 

ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ ○  ○   ○   

ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ  ○    ○   

ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ    ○     

ｽｽﾞﾒ ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

 ｶﾗｽ ｵﾅｶﾞ ○ ○    ○   

  ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 

  ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｼｼﾞｭｳｶﾗ ○  ○    ○ ○ 

 ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ ○  ○  ○   ○ 

 ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｲﾜﾂﾊﾞﾒ       ○  

 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ     ○ ○   

 ｾｯｶ ｾｯｶ ○ ○ ○ ○   ○ ○ 

 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ ○     ○  ○ 

 ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ ○  ○  ○ ○ ○ ○ 

 ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ    ○     

  ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ       ○  

 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ ○  ○     ○ 

12 目 23 科 31 種 
21 

種 

10 

種 

13 

種 

13 

種 

13 

種 

16 

種 

11 

種 

16 

種 

※▲：聞き取り 

 

表 2-8 希少鳥類確認状況 

調査地点 和名 調査季 個体数 確認地点 

切所沼 ｵｵﾀｶ 秋季 1 個体 1 調査地南西～北上空 

小埼沼 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ 秋季 2 個体 1 調査地北東のあぜ道 

注）「確認位置」は希少鳥類確認位置図の番号に対応している。 
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図 2-5 希少鳥類確認位置図〔切所沼〕 

現地調査（鳥類） 

希少鳥類確認位置図 

切所沼 

← 秋季確認（オオタカ） 

凡 例 

① 
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希少鳥類確認位置図 

小埼沼 

図 2-6 希少鳥類確認位置図〔小埼沼〕 

現地調査（鳥類） 

← 秋季確認（シロチドリ） 

凡 例 

① 



 - 27 - 

（４）両生類 

現地調査の結果、1 目 3 科 3 種の両生類を確認した。 

現地調査で確認された両生類一覧を表 2-9 に示す。なお、希少種は確認されなかった。 

 

 

表 2-9 現地調査で確認された両生類一覧 

目名 科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ｶｴﾙ ｱﾏｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

 ｱｶｶﾞｴﾙ ｳｼｶﾞｴﾙ ○ ○ ○   ○ ○  

 ﾇﾏｶﾞｴﾙ ﾇﾏｶﾞｴﾙ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 

1 目 3 科 3 種 
3

種 

3

種 

3

種 

2

種 

1

種 

2

種 

2

種 

2

種 

 

 

   

ニホンアマガエル           ヌマガエル 

 

  

現地調査（両生類） 
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（５）爬虫類 

現地調査の結果、2 目 4 科 5 種の爬虫類を確認した。また、1 目 2 科 3 種が希少種とし

て選定された。 

現地調査で確認された希少爬虫類を表 2-10 に示す。また、爬虫類一覧を表 2-11 に示

す。 

現地調査で確認された希少爬虫類確認状況及び確認位置を表 2-12 及び図 2-7，8 に示

す。 

 

表 2-10 現地調査で確認された希少爬虫類一覧 

目名 科名 和名 

選定基準 現地調査（R4） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ﾄｶｹﾞ ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ      ○   

 ﾅﾐﾍﾋﾞ ｼﾏﾍﾋﾞ       ○  

  ﾔﾏｶｶﾞｼ       ○  

1 目 2 科 3 種 
0

種 

0

種 

0

種 

0

種 

0

種 

1

種 

2

種 

0

種 

 

 

   

ニホンカナヘビ             クサガメ 

 

 

 

 

  

現地調査（爬虫類） 



 - 29 - 

表 2-11 現地調査で確認された爬虫類一覧 

目名 科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ｶﾒ ｲｼｶﾞﾒ ｸｻｶﾞﾒ       ○  

 ﾇﾏｶﾞﾒ ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ  ○ ○  ○ ○ ○  

ﾄｶｹﾞ ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ  ○       

 ﾅﾐﾍﾋﾞ ｼﾏﾍﾋﾞ       ○  

  ﾔﾏｶｶﾞｼ       ○  

2 目 4 科 5 種 
0

種 

1

種 

1

種 

0

種 

1

種 

2

種 

4

種 

0

種 

 

 

表 2-12 希少爬虫類確認状況 

調査地点 和名 調査季 個体数 確認地点 

星川 ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ 
夏季 1 個体 1 河川敷 

秋季 1 個体 2 休耕田 

長善沼 
ｼﾏﾍﾋﾞ 秋季 1 個体（抜殻） 1 溜池沿い 

ﾔﾏｶｶﾞｼ 秋季 1 個体 2 水路沿い 

注）「確認位置」は爬虫類確認位置図の番号に対応している。 
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希少爬虫類確認位置図 

星川 

図 2-7 希少爬虫類確認位置図〔星川〕 

現地調査（爬虫類） 

① 

●夏季確認 

●秋季確認 

 

凡 例 

② 
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希少爬虫類確認位置図 

長善沼 

図 2-8 希少爬虫類確認位置図〔長善沼〕 

現地調査（爬虫類） 

① 

② 

●秋季確認 

凡 例 
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（６）昆虫類 

現地調査の結果、10 目 66 科 149 種の昆虫類を確認した。また、4 目 5 科 5 種が希少種

として選定された。 

現地調査で確認された希少昆虫類を表 2-13 に示す。また、昆虫類一覧を表 2-14(1)～

(4)に示す。 

現地調査で確認された希少植物確認状況及び確認位置を表 2-15 及び図 2-9～12 に示

す。 

 

表 2-13 現地調査で確認された希少昆虫類一覧 

目名 科名 和名 

選定基準 現地調査（R4） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ﾊﾞｯﾀ ｽｽﾞﾑｼ ｽｽﾞﾑｼ    RT   ○  

 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾈﾅｶﾞｲﾅｺﾞ    NT1   ○  

ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞﾒ    NT2   ○  

ｺｳﾁｭｳ ｶﾞﾑｼ ｺｶﾞﾑｼ   DD    ○  

ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ    NT2 ○ ○ ○ ○ 

4 目 5 科 5 種 
0
種 

0
種 

1
種 

4
種 

1
種 

1
種 

5
種 

1
種 

 

 

  

ヒメナガメ             オオチャバネセセリ 
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表 2-14(1) 現地調査で確認された昆虫類一覧 

目名 科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ 

 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ   ○    ○  

 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ ｳﾁﾜﾔﾝﾏ ○        

 ｵﾆﾔﾝﾏ ｵﾆﾔﾝﾏ     ○ ○   

 ﾔﾝﾏ ｷﾞﾝﾔﾝﾏ     ○ ○ ○  

 ﾄﾝﾎﾞ ｺﾌｷﾄﾝﾎﾞ ○    ○ ○   

  ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ     ○ ○ ○ ○ 

  ｺｼｱｷﾄﾝﾎﾞ ○    ○    

  ﾅﾂｱｶﾈ     ○    

  ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ        ○ 

  ｱｷｱｶﾈ     ○  ○ ○ 

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ    ○     

ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ｺｶﾏｷﾘ       ○  

  ｵｵｶﾏｷﾘ    ○  ○ ○  

ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ      ○   

  ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ   ○  ○    

 ｸｻﾋﾊﾞﾘ ｳｽｸﾞﾓｽｽﾞ    ○     

 ｽｽﾞﾑｼ ｽｽﾞﾑｼ       ○  

 ﾏﾂﾑｼ ｱｵﾏﾂﾑｼ       ○ ○ 

 ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ    ○   ○ ○ 

 ｷﾘｷﾞﾘｽ ｻﾄｸﾀﾞﾏｷﾓﾄﾞｷ    ○    ○ 

  ﾔﾌﾞｷﾘ   ○      

  ｳｽｲﾛｻｻｷﾘ      ○   

  ｻｻｷﾘ ○  ○  ○ ○   

  ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ   ○ ○     

  ｸｻｷﾘ ○   ○     

 ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ○  ○ ○ ○  ○ ○ 

 ﾊﾞｯﾀ ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

  ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ ○  ○  ○ ○ ○  

  ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ     ○  ○  

  ﾊﾈﾅｶﾞｲﾅｺﾞ       ○  

  ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ   ○  ○  ○ ○ 

  ﾂﾁｲﾅｺﾞ     ○    

  ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ     ○    

 ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ       ○  

  ﾔｾﾋｼﾊﾞｯﾀ   ○      

ｶﾒﾑｼ ﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ ｱｶﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ   ○      

 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ    ○    ○ 

 ｾﾐ ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ ○ ○ ○ ○     

  ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ ○ ○ ○ ○ ○    

  ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ   ○      

 ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ   ○      

  

現地調査（昆虫類） 
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表 2-14(2) 現地調査で確認された昆虫類一覧 

目名 科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ｶﾒﾑｼ ｵｵﾖｺﾊﾞｲ ｵｵﾖｺﾊﾞｲ   ○    ○  

 ｱﾒﾝﾎﾞ ｱﾒﾝﾎﾞ  ○   ○  ○ ○ 

 ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ   ○   ○ ○ ○ 

  ｲﾈﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ   ○ ○ ○ ○  ○ 

  ｸﾞﾝﾊﾞｲｶｽﾐｶﾒ  ○      ○ 

 ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ｱﾜﾀﾞﾁｿｳｸﾞﾝﾊﾞｲ   ○  ○ ○  ○ 

 ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｴﾁｺﾞﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○ ○   ○  

  ﾁﾋﾞﾋﾒﾋﾗﾀﾅｶﾞｶﾒﾑｼ      ○   

  ﾋﾒｵｵﾒｶﾒﾑｼ   ○  ○  ○  

 ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ    ○    ○ 

 ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｵｽﾞｷｶﾒﾑｼ    ○   ○ ○ 

  ｵｵｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ    ○    ○ 

  ﾊﾘｶﾒﾑｼ   ○ ○ ○  ○ ○ 

 ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ｱｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ   ○ ○  ○ ○  

 ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞﾒ   ○      

  ﾑﾗｻｷｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ    ○    ○ 

  ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ   ○ ○     

  ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ        ○ 

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ ﾐﾄﾞﾘﾋﾒｶｹﾞﾛｳ        ○ 

 ｸｻｶｹﾞﾛｳ ﾖﾂﾎﾞｼｸｻｶｹﾞﾛｳ       ○  

ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｼﾞｭｳｼﾞｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ    ○     

 ｶﾞﾑｼ ｺｶﾞﾑｼ       ○  

  ﾋﾒｶﾞﾑｼ    ○     

 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ ﾄﾋﾞｲﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ       ○  

 ｺｶﾞﾈﾑｼ ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ    ○    ○ 

  ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ    ○     

  ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ    ○     

  ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○        

 ﾀﾏﾑｼ ﾋｼﾓﾝﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ   ○      

 ｺﾒﾂｷﾑｼ ｻﾋﾞｷｺﾘ    ○     

 ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｸﾛﾍﾘﾋﾒﾃﾝﾄｳ        ○ 

  ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

  ﾏｸｶﾞﾀﾃﾝﾄｳ      ○   

  ﾅﾐﾃﾝﾄｳ      ○   

  ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

 ﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ ﾏﾒﾊﾝﾐｮｳ   ○    ○  

 ｶﾐｷﾘﾑｼ ｱﾄﾓﾝｻﾋﾞｶﾐｷﾘ    ○     

 ﾊﾑｼ ｱｶｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ    ○     

  ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ   ○    ○  

  ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ   ○ ○   ○  

  ｽｼﾞｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ        ○ 

  ﾌﾞﾀｸｻﾊﾑｼ     ○  ○  

 ｿﾞｳﾑｼ ﾁﾋﾞｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ   ○      

  ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ  ○       

  ﾔﾉｼｷﾞｿﾞｳﾑｼ   ○      
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表 2-14(3) 現地調査で確認された昆虫類一覧 

目名 科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ﾊﾁ ｱﾘ ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ   ○ ○     

  ﾋﾒｱﾘ    ○    ○ 

  ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ        ○ 

  ｱﾐﾒｱﾘ   ○   ○ ○  

  ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ      ○   

  ｳﾒﾏﾂｱﾘ    ○    ○ 

  ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ    ○   ○ ○ 

  ｱﾒｲﾛｱﾘ    ○    ○ 

  ｻｸﾗｱﾘ        ○ 

 ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ  ○   ○ ○   

  ｺｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ   ○      

  ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ       ○  

  ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ     ○  ○  

  ｷｲﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○        

 ｺﾊﾅﾊﾞﾁ ｽﾞﾏﾙｺﾊﾅﾊﾞﾁ   ○      

 ﾐﾂﾊﾞﾁ ﾄﾗﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ       ○  

  ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ     ○  ○  

ﾊｴ ｶ ﾋﾄｽｼﾞｼﾏｶ    ○     

 ｹﾊﾞｴ ﾒｽｱｶｹﾊﾞｴ     ○    

 ﾐｽﾞｱﾌﾞ ｺｳｶｱﾌﾞ    ○     

 ﾂﾘｱﾌﾞ ｸﾛﾊﾞﾈﾂﾘｱﾌﾞ ○        

 ﾊﾅｱﾌﾞ ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○ ○  ○  ○ 

  ｵｵﾊﾅｱﾌﾞ ○    ○  ○  

 ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ ｶﾏﾊﾞｴの一種   ○      

ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ ○ ○ ○ ○ ○  ○  

  ﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ ○ ○  ○ ○ ○   

  ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ ○ ○ ○ ○ ○  ○  

 ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ ○    ○    

  ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ ○        

  ｶﾗｽｱｹﾞﾊ       ○  

  ｷｱｹﾞﾊ   ○  ○    

  ﾅｶﾞｻｷｱｹﾞﾊ      ○   

  ｸﾛｱｹﾞﾊ     ○    

  ﾅﾐｱｹﾞﾊ ○ ○  ○ ○ ○   

 ｼﾛﾁｮｳ ﾓﾝｷﾁｮｳ   ○     ○ 

  ｷﾀｷﾁｮｳ      ○ ○ ○ 

  ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ ○   ○ ○ ○ ○ ○ 

 ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ﾙﾘｼｼﾞﾐ      ○ ○  

  ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ  ○ ○    ○  

  ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ      ○ ○  

  ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ   ○      

  ﾑﾗｻｷｼｼﾞﾐ      ○   

  ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ   ○ ○   ○  

 ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ       ○  

 ﾀﾃﾊﾁｮｳ ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ        ○ 

  ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ     ○  ○  

  

現地調査（昆虫類） 
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表 2-14(4) 現地調査で確認された昆虫類一覧 

目名 科名 和名 

夏 秋 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

切
所
沼 

星
川 

長
善
沼 

小
埼
沼 

ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｱｶﾎﾞｼｺﾞﾏﾀﾞﾗ   ○   ○ ○  

  ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ ○   ○   ○ ○ 

  ｺﾐｽｼﾞ ○   ○  ○   

  ｷﾀﾃﾊ     ○  ○  

 ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ﾋｶｹﾞﾁｮｳ    ○   ○ ○ 

  ﾋﾒｼﾞｬﾉﾒ    ○    ○ 

 ｽｽﾞﾒｶﾞ ｾｽｼﾞｽｽﾞﾒ ○ ○   ○    

 ﾄﾞｸｶﾞ ﾏｲﾏｲｶﾞ   ○ ○     

 ﾋﾄﾘｶﾞ ｶﾉｺｶﾞ ○  ○ ○     

 ﾔｶﾞ ﾌｸﾗｽｽﾞﾒ     ○    

  ﾆﾚｷﾘｶﾞ    ○     

 ｲﾗｶﾞ ｱｵｲﾗｶﾞ        ○ 

 ﾂﾄｶﾞ ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ ○    ○  ○  

10 目 66 科 149 種 
32 

種 

17 

種 

52 

種 

57 

種 

47 

種 

36 

種 

60 

種 

44 

種 

 

  

現地調査（昆虫類） 
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表 2-15 希少昆虫類確認状況 

調査地点 和名 調査季 個体数 確認地点 

切所沼 ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ 

夏季 1 個体 1 草地 

3 個体 2 草地 

1 個体 3 草地 

2 個体 4 草地 

3 個体 5 草地 

2 個体 6 草地 

秋季 10 個体 7 草地 

5 個体 8 草地 

3 個体 9 草地 

2 個体 10 草地 

2 個体 11 草地 

1 個体 12 草地 

1 個体 13 草地 

星川 ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ 

夏季 10 個体 1 草地 

10 個体 2 草地 

秋季 2 個体 3 草地 

2 個体 4 草地 

長善沼 

ｽｽﾞﾑｼ 秋季 1 個体（鳴声） 1 草地 

ﾊﾈﾅｶﾞｲﾅｺﾞ 秋季 5 個体 2 草地 

ﾋﾒﾅｶﾞﾒ 夏季 1 個体 3 草地 

ｺｶﾞﾑｼ 秋季 1 個体 4 水田 

ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ 

夏季 1 個体 5 草地 

2 個体 6 草地 

1 個体 7 草地 

2 個体 8 草地 

秋季 3 個体 9 草地 

3 個体 10 草地 

2 個体 11 草地 

小埼沼 ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ 

夏季 1 個体 1 林縁 

3 個体 2 草地 

4 個体 3 草地 

注 1）「確認位置」は昆虫類確認位置図の番号に対応している。 

注 2）特に表記のないものは成虫での確認である。 

現地調査（昆虫類） 
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図 2-9 希少昆虫類確認位置図〔切所沼〕 

希少昆虫類確認位置図 

切所沼 

① 

⑪ 

② 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ 

⑦ 
⑨ 

⑬ 
⑫ 

⑩ 
⑧ 

●夏季確認 

●秋季確認 

凡 例 
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希少昆虫類確認位置図

星川 

図 2-10 希少昆虫類確認位置図〔星川〕 

現地調査（昆虫類） 

① ② 

③ 

④ 

●夏季確認 

●秋季確認 

凡 例 
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希少昆虫類確認位置図 

長善沼 

図 2-11 希少昆虫類確認位置図〔長善沼〕 

現地調査（昆虫類） 

●夏季確認 

●秋季確認 

凡 例 

① 

② 

③ 

④ 

⑧ 
⑦ 

⑥ 

⑤ 

⑪ 

⑩ 

⑨ 
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希少昆虫類確認位置図 

小埼沼 

図 2-12 希少昆虫類確認位置図〔小埼沼〕 

現地調査（昆虫類） 

●夏季確認 

凡 例 

③ 

② 

① 
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（７）キタミソウ補足調査結果 

①キタミソウ（北見草）の特徴について 

北半球の温帯から亜寒帯にかけて広く分布するオオバコ科（旧ゴマノハグサ科）の小

型の多年草で、国外では、シベリア、カムチャッカ半島、サハリン（ツンドラ地帯）、日

本国内では北海道、群馬県、栃木県、埼玉県、茨城県、千葉県、奈良県、熊本県に見られ

る希少な植物である。明治時代の中頃、北海道の北見地方で発見されたことから「キタミ

ソウ」と名づけられている。 

 

キタミソウは、もともと北方のツンドラ地帯に生育し、長い冬の後、雪解けとともに芽

を出し、花をつけるという生活史を持っている。しかし、行田市の星川で見られるキタミ

ソウは、夏の間、水底で休眠しており、稲作が終わり、川の水位が下がった時期に芽を出

すという、夏冬の逆転した生活史を持っている。 

草丈は、2～5cm 程度、葉は細いへら状をした形で、多くの葉を伸ばす。花は、葉に隠

れるように、直径 2.5mm～3mm 程度の小さな白い花をつける。さらに、地面をはうように、

ほふく茎（ランナー）と呼ばれる茎が伸長し、新たな個体が発生する。その後、多くの種

子が形成されると、休眠期に移行する。このような生活史のサイクルは、水位の管理や生

育地の保全活動によって維持されてきた。 

 

その他、キタミソウについては、埼玉県希少野生動植物の種の保護に関する条例（平成

12 年 3 月施行）により、｢県内希少野生動植物種｣に指定されており、生きている個体の

採取等には、知事への届出が必要となっている。 

 

 

 

キタミソウ（令和 4 年 10 月 25 日撮影） 

撮影地：星川 馬見塚橋付近 

現地調査（植物・キタミソウ） 
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②現地調査結果 

現地調査は、令和 4 年 10 月 25 日に星川の馬見塚橋付近に生育するキタミソウの生育

状況等の確認を行った。 

 

・馬見塚橋付近 

馬見塚橋下流左岸部では、平成 24 年の秋季から平成 25 年の冬季にかけて改修工事が

行われた。キタミソウ自生地の表土については、工事の際、適切に保存され、自然裸地と

して新たな生育地の創出が行われている。 

本年度の秋季調査時には、星川の水位は下がり、夏季調査時に水没していた川岸の裸

地（本生育地）が出現し、キタミソウの生育が多数確認されたほか、随伴種としてコイヌ

ガラシやコギシギシの生育も確認した（表 2-15、図 2－2 参照）。 

平成 24 年度調査から 10 年経過した現在、キタミソウが 1,000 株以上まで増加してい

ることから、生育環境が良好に維持されていると判断された。 

 

  
キタミソウ（中央）とコイヌガラシ      キタミソウ   

 

  
キタミソウ生育環境（令和 4 年 10 月） 

 

 

・・・・・・・参 考・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

  
平成 24 年度調査当時の様子（平成 25 年 2 月）  

現地調査（植物・キタミソウ） 
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＜補足調査＞ キタミソウ保全地（馬見塚橋付近）の上下流 
 
調査実施日：2023 年 1 月 27 日 
 
地点 1 星川橋 

上流側の状況 下流側の状況 自生地周辺の状況 

   

   

 星川橋周辺では、多くの個体が開花状態であった。ただし、一部は茶色に変色するととも

に結実していた。自生地周辺のヨシ等の高茎植生は、良好に管理されている。 

 

地点 2 馬見塚橋 

上流側の状況 下流側の状況 自生地周辺の状況 

   

   

 馬見塚橋周辺では、ほとんどの個体が茶色で結実した状態であったが、開花する個体も

みられた。キタミソウ保全地周辺は、極めて良好に植生管理されている。 

 

  

補足調査（植物・キタミソウ） 
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地点 3 北進大橋 

上流側の状況 下流側の状況 自生地周辺の状況 

   

   

 北進大橋周辺では、ほとんどの個体が茶色になり種子がみられた。周辺環境は、護岸部に

ヨシが残るが、きれいに管理されている。 

 

地点 4 天籟
てんらい

橋
ばし

 

上流側の状況 下流側の状況 自生地周辺の状況 

   

   

 天籟橋周辺では、護岸工事が終了しており、高茎植生はまばらである。当地のキタミソウ

のほとんどは開花中で、茶色に変色し結実している株はごく一部であった。 

 

  

補足調査（植物・キタミソウ） 
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地点 5 北宿橋 

上流側の状況 下流側の状況 自生地周辺の状況 

   

   

 北宿橋周辺では、軟らかい泥で河床が構成されており、アライグマやタヌキの足跡が目

立つ。当地のキタミソウは、多くが茶色になりつつあるものの、開花中の株が目立った。 

 

 

キタミソウの状態 

 

  
開花する株                           結実した株 

 

 

補足調査（植物・キタミソウ） 
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３．考察 

3.1 生物多様性を涵養
かんよう

する環境の保全 

生物多様性の宝庫と言われる水田は、行田市内 2,650ha（※）存在し市域の 39.3%を占

めている。本調査結果及び過去の資料を見ても多種多様な動植物が確認されている。と

くにオオタカやノスリといった猛禽類の生息がみられ、餌生物の量に加え、生息環境が

良好に保全されていることをうかがわせていた。 

一方で地上付近から水域をみると、外来生物が多く確認される結果となった（外来生

物に関しては後述する）。とくに平成 24 年時にごく少数確認されていたトウキョウダル

マガエルが確認されず、国内移入種のヌマガエルに置き換わっていることや、長善沼周

辺にスクミリンゴガイの卵塊が確認など、外来生物の生息拡大が顕著である。また、現地

調査では確認されていないが、ウメやモモ、サクラなどを食害するクビアカツヤカミキ

リの生息拡大も懸念材料である。 

なお、除草剤を畦畔に多く使用している箇所もみられるため、使用を抑制することで

生物多様性の保護増進につながる。 

 

〇 農業被害をもたらすスクミリンゴガイや、サクラ等を食害するクビアカツヤカミ

キリといった外来生物の早期発見及び駆除に努める。 

〇 除草剤抑制の取り組みを広げること、春季から初夏季の生育期における過度な草

刈りを控えることでミズワラビやコイヌガラシ、コギシギシなどの畦畔に群落を形

成する希少植物の個体数を維持することにつながる。 

 

 

※ 令和３年面積調査（農林水産省 市町村の姿-グラフと統計でみる農林水産業 基本データ）より 

 

 

3.2 希少動植物の保全と生物多様性 

希少動植物は、その生育・生息場の減少や形質の変化に対応できずに個体数を減少さ

せている。そのような中でもキタミソウの自生地では、保全地の設定とともに、市民団体

による保全活動が行われている。このように、現状では何らか人の手を加えることで持

続的な種の保存が図られていることとなる。 

一方、保全対象種だけで野生状態を維持することは極めて稀で、生物多様性の増進が

それぞれの種の競争や共存等の関係性を育むため、それぞれの地域に適した環境保全へ

の対応が望まれる。また、このことは、前述の外来生物の駆除等も含まれることとなる。 

 

〇 環境保全活動への市民の協力を醸成するとともに、現地を確認することで順応的

な生息場管理を実施する。 

〇 生物多様性の増進を目指し、市民との協働による外来生物の駆除を実施する。 
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●馬見塚橋付近の河川環境 

キタミソウ保全地の存する馬見塚橋周辺では、夏季には水位が上がりヨシなどが繁

茂する。一部にセイタカアワダチソウなどの外来植物が混じるが、住宅地の間を流れ

る河川周辺は野生動植物の生育・生息場として重要な環境である。秋季から冬季には

刈り払いが実施され、これらの草本が一掃され、良好な状況が維持されている。また、

近隣には樹林地が点在し、調査時には樹林地に出入りするノスリの姿や、モズがトン

ボ類を捕らえている姿が目撃されるなど、昆虫類や両生類などの餌資源量もある程度

確保できていると考えられる。ただし、水中では高密度にウシガエルの幼生及び幼体

の生息がみられるとともに、ミシシッピアカミミガメや国内移入種のヌマガエルなど、

外来種対策が重要である。 

 

星川・馬見塚橋付近のヨシ群落と樹林地 

  

星川に多く見られるウシガエル（左：幼生、右：幼体） 

  

水面に顔を出すミシシッピアカミミガメ     国内移入種のヌマガエル 
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3.3 外来生物の管理 

外来生物は、本来の生育・生息地域から持ち込まれた種で、その繁殖力の強さから在来

生物の生育地で優占してしまったり、捕食してしまうことで、生態系の撹乱及び生物多様

性の減退を招く。｢特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律｣（平成 16

年 6 月 2 日法律第 78 号）に基づき指定された種は、その傾向が顕著であるため規制され

ている。本市においても表 3-1 に示す様々な特定外来生物が確認されており、それら生物

種の移動、持込や増殖を防ぐとともに、飼育している生物を野外に放つなどの行為に対し

て啓発を進める必要がある。また、規模の大きい繁殖地については、生物多様性の回復を

目指した駆除の実施が重要である。 

こういった取り組みを継続することで、在来の動植物の生育・生息環境を保全とともに、

望ましい生態系の維持、回復につながる。 

 

表 3-1（1） 主な外来生物 

区分 外来生物種 考えられる影響 

植物 

 

ミズヒマワリ【特定外来生物】 

・ 繁茂による水路の閉塞 

・ 水辺で優占し、他の植物を

駆逐 

 

＜確認されている場所＞ 

長善沼 

 

 

※過去には星川等でも確認さ

れていたが、本調査ではみ

られなかった。 

 

オオフサモ【特定外来生物】 

 

アレチウリ【特定外来生物】 

・ 広範囲を被覆することで

の在来植生への影響 

 

＜確認されている場所＞ 

切所沼、星川、長善沼 
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表 3-1（2） 主な外来生物 

区分 外来生物種 考えられる影響 

哺乳類 

 
アライグマ【特定外来生物】 

・ 果樹園への被害 

・ 木造建築物への被害 

 

＜確認されている場所＞ 

小埼沼、星川 

両生類 

 

ウシガエル【特定外来生物】 

・ 小型動物を捕食 

・ 生態系の撹乱 

 

＜確認されている場所＞ 

切所沼、星川、長善沼、 

小埼沼 

 

ヌマガエル【国内移入】 

・ トウキョウダルマガエル

との競合の可能性 

・ 水田生態系の撹乱 

 

＜確認されている場所＞ 

切所沼、星川、長善沼、 

小埼沼 

爬虫類 

 
ミシシッピアカミミガメ【特定外来生物】 

・ 生態系の撹乱 

・ 在来種の駆逐 

 

＜確認されている場所＞ 

切所沼、星川、長善沼 
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表 3-1（3） 主な外来生物 

区分 外来生物種 考えられる影響 

魚類 

 

オオクチバス【特定外来生物】 出典：環境省 

 

 

ブルーギル【特定外来生物】  出典：環境省 

 

・ 他の在来魚、小動物を捕食 

・ 生態系の撹乱 

 

＜確認されている場所＞ 

切所沼、星川 

昆虫類 

 

アカボシゴマダラ【特定外来生物】 

 

・ オオムラサキやゴマダラ

チョウとの競合 

・ 生態系の撹乱 

 

＜確認されている場所＞ 

星川、長善沼 
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表 3-1（4） その他の外来生物 

区分 外来生物種 考えられる影響 

甲殻類 

 

アメリカザリガニ【特定外来生物】 

 

・ 他の小型動物を捕食 

・ 水草への影響 

・ 生態系の撹乱 

・  

＜確認されている場所＞ 

星川、小埼沼 

貝類 

 

スクミリンゴガイ（卵嚢）【特定外来生物】 

 

・ 農業被害（水田） 

・ 生態系の撹乱 

 

＜確認されている場所＞ 

長善沼 

 

※卵嚢のみの確認であり、成

貝は見られなかった。分布

の拡大に注意が必要であ

る。 

※特定外来生物とは、生態系を破壊するおそれがあると認定された外来生物で、｢特定外来生物による生態系等

に係る被害の防止に関する法律｣（平成 16 年 6 月 2 日法律第 78 号）に基づき指定されている。 
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3.4 自然環境調査地における環境保全対策の考え方 

（１）切所沼周辺（北河原地区） 

本調査地は、釣り人が多く訪れるため池を主体として、隣接する平地林、休耕田や畑、

河川堤防で構成されている。これら多様な環境では、多くの希少植物が確認された。とく

に休耕田では、ヒメミズワラビが高密度で確認されるとともに、ウスゲチョウジタデや

コイヌガラシが確認されている。また、堤防では少数ではあるがコイヌガラシやコギシ

ギシ、クマツヅラがみられた。 

ため池周辺の動物では、多くのシオカラトンボやコフキトンボ、少数ではあるものの

ウチワヤンマやギンヤンマなどがみられた。また、近隣の畑地にはキジ、上空にはオオタ

カの幼鳥をはじめとした多くの鳥類の生息が確認できた。 

当地の環境は、水辺の湿生植物が少ないものの、水域から陸域までのエコトーンの形

成により生物多様性が確保され

ていると考えられる。一方で、た

め池や堤防、平地林の状況は安定

しているものの、休耕田が荒れつ

つあったことから、耕起するなど

ある程度の管理を行うことで持

続的な環境の維持につながると

考えられる。水田等の二次的自然

環境は、ある程度の人の介入が不

可欠である。 

 

 
ヒメミズワラビ 

 

 
ウスゲチョウジタデ 

 

 
コフキトンボ 

 
オオタカ（若鳥） 

  

釣り人が多く訪れる切所沼 
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（２）星川周辺（馬見塚地区） 

本調査地周辺は、希少植物「キタミソウ」の自生地となっており、案内・啓発看板や駐

車場等、整備が進んでいる。夏季から秋季にかけて星川の護岸では、ヨシ等が繁茂する

が、その後の管理作業により一部を意図的に残し刈り払われていた。キタミソウは秋季

に星川の水位が低下すると多くの個体が出現し、良好な生育状況がみられた。 

動物に関しては、外来種が多くみられた。ミシシッピアカミミガメやウシガエル、ヌマ

ガエル、アメリカザリガニが水域にみられるとともに、陸域ではアカボシゴマダラが確

認された。しかしながら、周辺の鳥類は多様で、河畔林付近にノスリ、星川沿いにカワセ

ミやモズ、平地林にはオナガがみ

られた。 

環境管理の進む当地における

課題は外来動物対策で、とくにウ

シガエルの駆除が重要である。多

数の幼体が周辺の水田まで侵入

している状況が確認され、その個

体数は相当な数になっていると

思われる。完全駆除は不可能に近

いものの、個体数抑制の取組が生

物多様性の増進に資する役割は

大きい。 

 

 

 
夏季～秋季の状況 

 

 
晩秋～冬季の状況 

 

 
トンボを捕らえたモズ 

 
アレチウリにとまるアカボシゴマダラ 

  

キタミソウ自生地の案内・啓発看板 
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（３）長善沼周辺（荒木地区） 

本調査地は、沼のようになっている旧河道と隣接する最終処分場、畑の点在する水田

水域で構成されている。 

沼内及びその周辺の管理圧は低く、水田側（東側）は水際がマコモ群落で陸上が秋のエ

ノコログサが優占している。最終処分場側は茎高の高いセイバンモロコシに覆われてい

た。水際のマコモにとまるカワセミや、水面に顔を出すクサガメ及びミシシッピアカミ

ミガメが目立ち、水中には多くの魚影が確認できる。一方、最終処分場の南端にはエノキ

の大木があり、ゴマダラチョウの集まる様子が確認できた。 

周辺の水田では、シマヘビやヤマカガシ、コガムシが確認されるとともに、国内移入種

のヌマガエルが高密度で生息していた。また、最終処分場西側のコンクリート水路では、

ミズヒマワリやオオフサモといった外来植物に加え、スクミリンゴガイの卵嚢が確認さ

れた。 

当地の水圏環境を勘案するとトンボ類をはじめとする水生・半水生の動物が少ない状

況で、ウシガエルもある程度の個

体数を目視したことから、捕食圧

は高いと考えられる。さらに農業

被害をもたらすスクミリンゴガ

イの卵嚢の確認は、前回調査では

確認されていなかったことから、

水路の泥上げ等の生息場の改変

圧力を与えることで個体数抑制

に努める必要がある。 

 

 

 
周辺水路に自生するササバモ 

 

 
クサガメ 

 

 
周辺の水田に多いヌマガエル 

 
エノキにとまるゴマダラチョウ 

長善沼の全景 
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（４）小埼沼周辺（埼玉地区） 

本調査地は、史跡指定の社寺林と水田で周辺環境が構成されており、希少なヒメミズ

ワラビやセンニンモ、ヤナギモ、コキクモなどが水田内でみられるとともに、水田周辺で

はコイヌガラシが繁茂し、安定した状況が確認された。ただし、平成 24 年度に確認して

いるトウキョウダルマガエルの姿、鳴声は確認できず、代わりにヌマガエルが優占して

おり、置き換わりが考えられる。それ以外では、ノスリなどの猛禽類の飛翔やダイサギの

採餌などが観察された。さらに未舗装の農道では、シロチドリやタシギの姿もみられ、多

くの鳥類が水田の周囲を生息場として利用していた。 

本調査地中央の樹林地では、エノキの大木周辺でゴマダラチョウが確認された。生息

場として安定していることから、越冬幼虫の保護を目指しエノキの根元に落ち葉を集め

て網等で飛ばないようにする対策がとられると良い。一方、哺乳類は、特定外来生物のア

ライグマが確認されている。現

在のところ、人的被害は確認さ

れていないが、民家が近いこと

もあり駆除が望まれる。 

今後、樹林地を整備する際に

は、下草の刈り払いや間伐、エノ

キの保護が重要となる。水田水

域では、圃場整備等のハード整

備を実施する際に土水路を残す

ことや環境に配慮した工法の導

入等が重要となってくる。 

 
水田の水際に群生するコキクモ 

 

 
樹林地周辺に定着するノスリ 

 

 
水田内で餌探索するダイサギ 

 
エノキにとまるゴマダラチョウ 

  

小埼沼周辺の全景 




